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表 1: 格助詞と用法の対応 





























より 起点 遠方より友来たる。 



















(1) a. 田中が鈴木のために引っ越しを手伝ってあげた。 
b. *君が僕に英語を教えてあげたんだ。 
(2) 娘が私のために料理を作ってくれた。 
(3) 妹が父に自転車を買ってもらった。               【日本語記述文法研究会編 2009: 127-128】 
ドイツ語の純粋与格と日本語の対応表現について 
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図 1: 純粋与格に対応する日本語の格 























(4) Mir              ist                der            Knopf        abgerissen. 
I.1SG.DAT    be.3SG.PRS  the.NOM    buttom.SG    tear.PSTP 













した。調査には、ホフマンの短編小説『砂男』(E.T.A Hoffmann 1817, Der Sandmann)、ケス
                                                   
1 藤縄(2005)では、「基礎動詞 1300」と Dudenについて、それぞれ、在間進・岡田公夫・清野智昭編(1990: 
9)「語研資料 10」『東京外国語大学語学研究所 ドイツ語の統語論的意味的研究資料─データベースを用
いた試み─』と Duden(1988): Stilwörterbuch der deutschen Sprache. Die Verwendung der Wörter im Satz, 
Mannheim Dudenverlag を参照しているが、筆者はこれらの文献を確認していない。 
鈴木 真衣 
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トナーの小説『飛ぶ教室』(Erich Kästner 1933, Das fliegende Klassenzimmer)を用いた。なお、
卒業論文では、宮沢賢治の『注文の多い料理店』のドイツ語訳(Johanna Fischer 1994, Das 








格(der Mann)、女性属格(der Frau)、女性与格(der Frau)、複数属格(der Männer)という 4通りの可能性がある
など、冠詞類の語形から格を特定できるわけではない。また、名詞に冠詞類が付かない場合も多い。した
がって、文字列検索によってドイツ語のテキストから与格名詞句を抽出することは不可能である。 
(成田 2009: 94-95 を要約) 
 
 収集した用例は日本語の対訳と対照し、日本語訳を表 1 でまとめた用法に当てはめ、ド
イツ語の純粋与格が日本語の格助詞・連体助詞の用法とどの程度対応しているのかを確認
した。『砂男』『飛ぶ教室』については、翻訳者によるばらつきの有無を確認するため、そ








 全体の調査結果を表 2にまとめる。 
 
表 2: ドイツ語純粋与格の日本語格助詞におけるわれ方（ドイツ語から日本語への翻訳） 
格助詞 用法 『砂男』① 『砂男』② 『飛ぶ教室』① 『飛ぶ教室』② 合計 
が 主体 2 3 1 1 7 
を 対象 1 2 3 1 7 
 相手 5 1 3 2 
19 に 主体 4 0 0 0 
 場所 2 2 0 0 
と 相手 1 1 0 0 2 
の 連体修飾 9 3 3 3 18 
その他 21 33 24 27 105 
合計 45 45 34 34 158 
 












た。藤縄(2005)で 22 例見られた格助詞「から」の用例は、本調査では確認できなかった。 
 
格助詞「に」相手の用法 
(5) Oft       gab                  er                    uns                  Bilderbücher    in  die           Hände 
often      give.3SG.PST    he.3SG.NOM   we.1PL.DAT    picture book.PL   in  the.ACC   hand.PL 
① ぼくたちには絵本を与え 
② ときおりぼくたちに絵本をもたせたきりで       【砂男 [ド]: 372 [①]: 796 [②]: 1503】 
 
連体助詞「の」による連体修飾の用法 
(6) Die               fliegen        ihm               auf   die           Hand 
it.3PL.NOM   fly.3PL.PRS  he.3SG.DAT    on    the.ACC   hand.SG 
① しじゅうからは、彼の手の上に飛んできて、 
② シジュウカラは彼の手の上に飛んでき、          【飛ぶ教室 [ド]: 17 [①]: 21 [②]: 22】 
 
格助詞「が」主体の用法 
(7) wo       er                     mir               sichtbar  werden         mußte. 
where   he.3SG.NOM    I.1SG.DAT    visible     become.INF    must.3SG.PST 
① こちらが相手の姿の見えるはずの場所 


























表 3: その他の用例の分類基準 
i) 省略 日本語訳の文中に、ドイツ語の純粋与格に対応する名詞句を不自然な文にすることなく補えるが、実際には現れていないもの。 
ii) 意訳 日本語訳において、作者による意訳により、ドイツ語の純粋与格の対象が現れていないもの。また、日本語では表現しがたい慣用表現や熟語表現の翻訳。 
iii) その他 ドイツ語の純粋与格に対応する名詞句は日本語訳に現れているが、主な格助詞・連体助詞の用法以外の表現が用いられているもの。 
 
 分類した結果と、影響が付け加えられている用例の数を表 4に示す。 
 
表 4a: その他の用例の現れ方 
 『砂男』① 『砂男』② 『飛ぶ教室』① 『飛ぶ教室』② 合計 
i) 省略 12 18 15 18 63 
ii) 意訳 4 11 7 8 30 
iii) その他 5 4 2 1 12 
合計 21 33 25 28 105 
 
表 4b: 影響が付け加えられている用例 
 『砂男』① 『砂男』② 『飛ぶ教室』① 『飛ぶ教室』② 合計 
影響 6 4 8 6 23 
i)+影響 5 4 6 5 20 
ii)+影響 0 0 2 0  2 
iii)+影響 1 0 0 0 1 
 




表 5: 影響を表す語句の内訳 
  『砂男』① 『砂男』② 『飛ぶ教室』① 『飛ぶ教室』② 合計 
やりもらいの表現4 (例(8)) 5 3 4 2 14 
「てくる」 (例(9)②) 0 0 1 1 2 
「てしまう」 (例(10)) 1 1 0 0 2 
受身文 (例(11)) 0 0 3 2 5 
合計 6 4 8 5 23 
 
ドイツ語では、「相手」や「所有」といった意味が純粋与格によって明示されるが、日














(8) Oft    erzähalte       er                    uns                 viele           wunderbare      Geschichten 
often   tell.3SG.PST   he.3SG.NOM   we.1PL.DAT   many.ACC   miraculous.ACC  story.PL 
① 父はよくいろいろふしぎな物語を(ぼくたちに)聞かせてくれた。 
② おりおり、世にも不思議な物語のたぐいを(ぼくたちに)いろいろとしてくれた。 
【砂男 [ド]: 372 [①]: 796 [②]: 150】 
 
(9) Komme   mir              ja    nicht    ohne      die          Weihnachtsgeschichte   nach  Hause! 
come.IMP  I.1SG.DAT   yes  not        without   the.ACC  christomas story.SG           to       hause.SG 
① クリスマスの物語も書かずに(私の所に)帰っちゃいけませんよ。 
② クリスマス物語を書かないで(私の所に)帰ってきてはいけませんよ。 
【飛ぶ教室 [ド]: 10 [①]: 11 [②]: 12】 
 
(10) er  […]          geriet              darüber  so  in  Eifer,    daß  ihm                die            Pfeife 
he.3SG.NOM   start.3SG.PST   about.it    so   in  zeal.SG  that   he.3SG.DAT    the.NOM   pipe.SG 
immer   ausging, 
always    go out.3SG.PST 
① 父は […] 話に熱がこもりすぎるといつも(彼の)パイプの火が消えてしまい、 
② 話に熱中したあまり(彼の)パイプの火が消えてしまったりしてね。 
【砂男 [ド]: 372 [①]: 796 [②]: 150】 
 
(11) Schließlich   nahm              ich               ein       Kinderbuch          vor,   das                mir 
finally             take.1SG.PST   I.1SG.NOM  a.ACC  children’s book.SG  SEP   which.NOM   I.1SG.DAT 
der            Verfasser  geschickt     hatte,               und   las                  darin. 
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